
シベ リア ･チベット地域の湖沼から採取した湖底柱状堆積物の放射性炭素

年代測定 -1: VER98-1St.6堆積物試料 (ロシア ･バイカル湖)を用い

た過去約 3万年間の古環境変動と堆積速度の復元
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シベリア南部に位置するバイカル湖 (Academicianridge)から採取されたVER98-1

St.6堆積物試料の放射性炭素年代測定を行った｡VER98-1St6Pilot(gravity)Core試料

の平均堆積速度は5.7cm/1000yr(29.1-1.6kaBP)であり､同じアカデミシャンリッ

ジから採取したvER98-1St5Pilot(gravity)Core試料の平均堆積速度とほぼ一致した

(5.5cm/1000yr,27.8-3.4kaBP)｡年代測定結果から､寒冷期から温暖期-の気候遷

移期間において､急激な堆積速度の変化と年代値の深さ方向での逆転が認められた｡

この結果は､気候遷移期において湖底-運ばれる有機物の供給源が一時的に変化し

た可能性を示唆する｡

[はじめに]

大陸内部､特にシベ リアおよびチベット地域はその地理的な特徴から環境変動の

メカニズムを知るための重要な研究フィール ドである｡ これまでに大陸内部の湖沼

(バイカル湖､フブスグル湖､エル-ル湖､プマユムツオ湖等)から柱状堆積物が

採取され､各種環境変動解析および生物活動解析が進められている (中村ら､2003;

渡連ら､2004､2005;Watanabeetal.,inpress)｡ 過去における環境変動および生物活

動の解析を行 うために､堆積層の形成年代を決定することは必要不可欠な過程であ

る｡バイカル湖やフブスグル湖においては､堆積物中に植物片が見つかることは稀

であり､堆積物中の全有機炭素 (TOC)の放射性炭素年代測定を行い､過去約 5万

年間の年代を推定する手法が多く使用されている(Colmaneta1.,1996;Bezr止ovaeta1.,

2005;Prokopenkoeta1.,2005)｡ 名古屋大学加速器質量分析計業績報告書 (ⅩⅤⅠⅠ)にお

いて､VER98llSt.5堆積物試料 (ロシア ･バイカル湖､アカデミシャンリッジから

採取)の TOC の放射性炭素年代測定結果を報告した (渡連ら､2006)｡今回は､同

じアカデミシャンリッジから採取した VER98-1St.6堆積物試料の放射性炭素年代測

定結果を報告する｡
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[試料と分析法]

1998年 8月､バイカル湖の北湖盆と中央湖盆の境に位置するアカデミシャンリッ

ジ (53044'46'N, 108024'38"W;水深 335m)において約 10mおよび 1.76mの柱状堆

積物試料が採取された (Figure1,VER98-1St.6PistonCoreおよび PilotCore)｡ 今回は､

コア長 1.76mのPilotCore (gravitycore)の年代測定結果を報告する｡VER98-1St･6

試料は採取後､約 1mごとに切断され､日本に輸入後半割 し､クリーンベンチ内にお

いて 1cm間隔で細分し､-20oCで冷凍保存した｡このうち24試料 (深さ165-1cm)

について､堆積物中の全有機炭素の放 LakeBaikal

射性炭素年代測定を行った｡まず､

1.2M-HClを用いて脱炭酸塩処理を行

った(60oC,3h)｡脱炭酸塩処理後の試料

は､酸化銅とともに 850oCで燃焼し､

真空ラインを用いて CO2ガスを精製 し

た｡次に CO2ガスを､鉄を触媒として

水素により還元させグラファイ トとし､

14C 測定用ターゲットを作成 した｡14C

測定は名古屋大学タンデ トロン加速器

質量分析計 (HVEE社製,Model-4130

AMS)を用いて行われた｡

Ver98-1St.6

Ver98-1St.5

VER99G12

ernbasin

Figure1.MapshowingtheGoringsite(1ゐr98-1St.6)
intheLakeBaikal.

[結果と考察]

Tablelおよび Figure2にVER98-1St.6堆積物試料の放射性炭素年代測定結果を示

す｡コア底部の深さ165cm において歎射性炭素年代は約 29.1kaBPであり､平均堆

積速度は5.7cm/1000yr (深さ165-1cm)であった｡この結果はVER98-1St.5の測

定結果とほぼ一致する (深さ160cmで27.8kaBP,平均堆積速度 5.5cm/1000yr)｡

vER98-1St.6堆積物試料において､寒冷期 (29.ト18.0kaBP)の平均堆積速度は 5.6

cm/1000yr､15kaBP以′降は6.9cm/1000yrであり､全有機炭素含有量 (TOC,Figure2)

の増加に伴い､堆積速度は僅かに増加傾向を示 した｡

全有機炭素含有量の分布から (Figure2b)､14.7kaBP (深さ87-86cm)以降､気

候が温暖 ･湿潤化 したことにより､陸上からの有機物供給量の増加､栄養塩供給量

増加による湖内生産の活発化が進行 し､湖底-の有機物供給量が増加 したことが推

察される｡寒冷期から温暖期-移行する気候遷移期において､放射性炭素年代測定
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結果から計算される堆積速度は､19.3-14.7kaBPにおいて比較的遅く(1.9cm/1000yr)､

14.7-ll.7kaBPにおいて比較的速い結果 (最大27.6cm/1000yr)が得られた｡深さ77-76

cm において､年代値の深さ方向に対する逆転が認められた｡この層はコアセクショ

ンの切断部に近く､コア切断時に乱された､もしくは汚染された可能性も考えられ

るが､TOCや含水率の変動に特に異常は認められなかった｡今後､直上および直下

の層の年代測定を行い､年代値の妥当性を検討する必要がある｡

Table1.14cagesfortotalorganicmaterialsintheVer98-1St.6Pilot(gravity)core
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1591± 31

4640± 36
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7019± 35

7637± 40
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11806± 50

11$60± 52
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13727± 53

14717± 51

17951± 69

19340± 77

17913± 71

22692+_ 88

24374± 99

27383± 117

29060± 116

W TA2-11133
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Figure2.Down corevariationsfor14cagesoftotalorganiccarbon(TOC)andTOCcontent

intheVER98-1St.6Pilot(gravity)corefromAcademicianridge,LakeBaikal.

vER98-1St.6において見られた気候遷移期における堆積速度の変動について､St.5

試料でも同様の傾向が認められている (Figure3a,Watanabeetal.,submitted)｡ このよ

うな堆積速度の変動を引き起こす主な要因として､下記 1)もしくは2)の現象が

考えられる｡

1)融氷による陸上植物由来有機物の湖内-の急激な供給

2)気候環境変動による生物相の変化､および有機物運搬過程の変化

堆積速度がAcademicianridgeの4-5倍程度速いBuguldeikasaddle (Figure1)にお

いて採取された､vER99G12コアの年代測定結果をFigure3Cに示す (Watanabeetal.,in

press)｡ VER99G12コアの気候遷移期に対応する堆積層において､明瞭な年代逆転層

の存在が報告されている｡この結果から､Academicianridgeにおいても､気候遷移

期における堆積速度の変動は､有機物供給源の変化により生じる見かけ上の結果で

ある可能性が考えられる｡バイカル湖において過去に有機物供給源が変化し､14C 年

代値に様々な影響を与え､かつ､その影響の規模は時代により異なることが強く示

唆される｡植物片が見つかることの少ない､バイカル湖堆積物の正確な年代決定は､

現状では困難であると言わざるを得ない｡しかしながら､堆積物中TOCの 14C濃度

の変動は安定同位体比 ･各種化学成分と合わせ複合的に解析することにより､物質

循環に関する情報が得られることが期待され､地球化学的に重要なデータとなる｡

TOC の年代値は､その測定結果ごとに1つ 1つ他の測定項目と比較し､年代値の持

つ意味を詳細に検討していくことが必要となる｡今後､花粉や供給源の特定できる

有機化合物の年代測定を進め､情報を蓄積 していくことが重要であると考えられる｡
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Figure3･Depthprofilesfor14cagesofTOCintheVER98-1St･5Pilotcore,VER98-ISt･6

pilotcore(Academician ridge)andVER99G12core(Buguldeikasaddle)fromLakeBaikal･

Thehorizontaldashedlines(Fig.3-C)indicatelayerswithdatingreversal･
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Radiocarbondatingofsedimentcoresfrom SiberianandTibetanlakes(I):

Changesinsedimentationratesduringca･30kaBPfortheVER98-1St･6
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Inthisstudy,high-timeresolutiondatasetofAMSradiocarbonagesoftheVER98-1St.6

(Academicianridge,LakeBaikal)Sedimentcorewasprovidedforthepaleo-climaticstudies.

LakeBaikalisanCientlargefreshwaterlakeineastEurasia.Radiocarbondatingwas

performedfortotalorgamiCmaterialsintheupperpartoftheVER98-1St.6Pilot(gravity)

core(from165to1cmindepth)byan acceleratormassspectrometry(AMS)systematthe

CenterforChronologicalResearch,NagoyaUniversity.Inthisstudy,radiocarbondating

revealsthattheVER98-1St.6Sedimentcorescontainarecordfromlastglacialperiodto

present,overthepast29kaBP.TheaveragelinearsedimentationrateofVER98-1St.6Pilot

corefromLakeBaikal(during29.1-1.6kaBP)wasestimatedtobe5.7cm/1000yrbasedon

theconventional14cages･ThesedimentationrateofVER98-1St.6Pilotcorewasconsistent

withthatofVER98-1St.5PilotcorefromAcademicianridge,LakeBaikal(～5.5cm/1000yr,

Watanabeetal.,submitted).Duringclimatetransitionperiodfrom glacialtointerglacial

periods(～14.7-ll.8kaBP),sedimentationratechangesanddatingreversal(81-76cm in

dep血)wereobseⅣedin血eVER98-1St.6sedimentcore.Thisresultcouldbecausedby血e

largeinfluxofland-derivedmaterialsand/orchangesinsourcesoforgamicmaterialsinthe

sedimentsduringclimatetransitionperiod.
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